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令和 8年度 自治と協働の職員研修実施要項（案） 

 

1 目的 

(1) 事例発表およびワークショップを通じ、自治と協働のまちづくりにおける具体的な手法や工夫

を共有する。 

(2) 成功事例のみならず、協働を進める過程での行政・市民双方の苦労や課題を共有し、現場対応

のヒントを得る。 

(3) 各職域において「自治と協働の今後のあり方」を検討し、組織全体での意識醸成を図る。 

 

2 参加対象 

 各課 2名ずつ（可能であれば係長級の職員の出席を依頼、計 60 名程度） 

 橋本市の自治と協働をはぐくむ委員会委員（10名程度） 

 

3 日時及び場所 

日時：令和 8年 9月 29 日（火） 

   午前の部：9：30 ～ 11：30、午後の部：13：30 ～ 15：30 

場所：教育文化会館 3階 第 1研修室 

 

4 プログラム（内容は録音する） 

(1) 開会・研修説明 （10 分） 

研修の実施目的と、本市の自治と協働のあゆみについて事務局より説明。 

(2) 事例発表 （30 分） 

各 10 分（発表 8分＋入れ替え 2分）×3事例 

「第 2層協議体事業」：いきいき健康課 岸部副主幹・保健師 

「信太地区振興協議会」：農林振興課 植木農林振興係長 

「小学校での自治と協働のまちづくり出張授業」：はぐくむ委員会 戸島委員、向井委員 

※ 上記 3 事例について、成功・失敗を含めたプロセスや苦労した点に焦点を当てて発表を行う。 

(3) ワークショップ （40 分） 

テーマ：「協働の推進において直面する困難と、それを乗り越えるための行政・市民の役割」 

形式：1グループ 6～8名（うち 1～2名はぐくむ委員）、6グループ程度で実施。 

(4) 発表 （25 分） 

各 2分×6グループ（計 12 分）＋入れ替え、進行時間（13 分） 

全 6グループによる発表を行う。 

(5) 講評（10分） 

堀内秀雄和歌山大学名誉教授から発表内容に対する総括と講評。 

(6) 閉会 （5分） 

研修のまとめ、閉会の挨拶。 


